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２つのミッション 
日本ケミファは 
●「高尿酸血症領域でフロントランナーを目指す」 
●「病院におけるジェネリックブランドナンバーワンを目指す」 
ことによって、将来への更なる成長へチャレンジしてまいります。 

いまや日本は世界一の長寿国となったものの、高齢化の進展により、国民皆保険制度を揺

るがす国民医療費の増大と、成熟社会特有の生活習慣病が世代を超えて広がりつつあるとい

う大きな問題を抱えております。このような状況において、高尿酸血症の早期治療とジェネ

リック医薬品の普及は、多くの人々の健康増進に貢献できると信じております。 
 

＜＜高尿酸血症治療の重要性の普及とアルカリ化療法剤の市場拡大への取組み＞＞ 

 高齢化社会の進展に伴い、患者さんがますます増加しつつある生活習慣病、それに伴う高

齢者医療費の増大に対する国を挙げた医療費抑制策が進められている中で、日本ケミファは

高尿酸血症治療の重要性と尿路管理の必要性を広く医療関係者や患者さんに普及するよう努

めております。 

日本肥満症学会が２００６年１月に発表した「肥満症治療ガイドライン２００６」では、

メタボリックシンドロームのマーカーとして、はじめて高尿酸血症が他の生活習慣病ととも

に取り上げられ、高尿酸血症治療の必要性の普及や尿路管理の必要性がますます広まろうと

しております。日本ケミファは２００２年に「高尿酸血症・痛風の治療のガイドライン」と

「尿路結石症診療ガイドライン」が発表されたのを機に、尿路管理の必要性と尿アルカリ化

療法剤の市場拡大を事業戦略の大きな柱として位置付け、事業再構築に取り組んでまいりま

した。 
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＜＜ジェネリック医薬品事業への挑戦＞＞ 
世界に類のないスピードで高齢化が進展する中で、高齢者医療費に対する医療費抑制策の

一環として、２００２年、国がはじめてジェネリック医薬品の処方を推奨するためのインセ

ンティブを与えました。 
日本ケミファは、国がジェネリック医薬品の使用促進を図った２年前の２０００年から、

すでに将来のジェネリック医薬品市場の拡大を展望して、ジェネリック医薬品の自社開発、

自社販売を事業の柱の一つとすることを重要な経営戦略としてとりあげ、推進してまいりま

した。 
「供給戦略」面では品揃えの強化と将来の低価格戦略を視野に、２００２年に世界的なジ

ェネリック医薬品メーカーであるランバクシー社（インド）と子会社の日本薬品工業株式会

社を通じ包括的な業務提携を図り、グローバルな視野に立った新たな供給ビジネスモデルの

構築に取り組みました。 
また「流通戦略」面では将来の代替調剤を視野に、調剤薬局薬剤師のジェネリック医薬品

使用促進に向けた役割の重要性が増してくることを想定して、２００４年には大手チェーン

調剤である日本調剤との資本提携を含む包括的な業務提携を結び、調剤薬局薬剤師との信頼

構築を目指した新たなビジネスモデルの構築に取り組むなど、ジェネリック医薬品事業拡大

に向けた様々な戦略を推進してまいりました。 
いまやジェネリック医薬品の使用促進は国の政策として強力に推進されており、その結果、

ジェネリック医薬品市場は大きく成長しようとしています。 
こうした背景をもとに、日本ケミファは患者さんや医療関係者から信頼されるジェネリッ

ク医薬品の提供を目指して、新薬メーカーのノウハウを生かした医薬品情報の提供や安定供

給を前提に、高品質で安価なジェネリック医薬品の事業展開にも積極的に取り組んでおりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェネリック医薬品の普及広告 


